
 

 

 

２０１８年２月 

    日本フェンシング協会支部各位、 

 

公認スポーツ指導者制度の改定について（お知らせ） 

 

    日本体育協会にて公認スポーツ指導者の制度改定を検討しておりましたが、この程 

    新内容が決定したとして連絡がありました。日体協の公示では２０１９年４月より施行 

    としておりますが、日本フェンシング協会では１年間の移行準備期間を設け２０２０年 

    ４月から改定制度実施とする予定です。各支部に開催をお願いする資格取得講習会 

は現在の「指導員（新制度での名称は「コーチ１」）ですが、その資格も含め２０２０年 

度より新制度及び新カリキュラムに移行することになります。 

    国体監督条件となる「指導員」資格保有など未だ日体協より正式な発表が為されて 

    いないものもありますが、昨年１２月に公表された決定事項をお知らせ致します。 

     

記 

 

      

１． 新制度への移行理由 

・２００５年の制度改定から１０年以上が経過し、社会もスポーツ界も大きく 

 変化するなかで「新しい時代にふさわしいコーチング」が求められる 

・知識・技能だけではなく、思考・態度・行動を身につけたグッドコーチを養成 

する 

 

２． 新制度の資格区分 

現行制度 新制度 講座開催者 

― スタートコーチ 各支部 

指導員 コーチ １ 各支部 

コーチ コーチ ３ ﾌｪﾝｼﾝｸﾞ協会 

上級コーチ コーチ ４ ﾌｪﾝｼﾝｸﾞ協会 

 ✩フェンシング競技では「上級指導員（新制度＝コーチ２）」の資格制度なし 

 

 

３． 日本フェンシング協会が追加設定する受講条件及び専門科目カリキュラム 

① 受講条件 

 年齢(4/1 現在) 保有資格 

スタート １８歳以上 ・不要 

コーチ １ １８歳以上 ・不要 
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コーチ ３ ２０歳以上 ・コーチ １ ＜*1＞ 

・日本フェンシング協会推薦 

コーチ ４ ２２歳以上 ・コーチ ３ 

・日本フェンシング協会推薦 

✩＜＊１＞ コーチ３の受講資格としてのコーチ１保有を条件とするか 

  は現在日本フェンシング協会にて検討中。 別途結果を公示する 

 

② 専門科目カリキュラム（案）  ＜＊２＞  

 合計時間数 内 集合講座 

コーチ １ ２６ ｈ １６ ｈ 

コーチ ３ ６０ ｈ ３２ ｈ 

コーチ ４ ８０ ｈ ３２ ｈ 

 

✩＜＊２＞新カリキュラムは現在日本フェンシング協会にて検討中。 

  別途結果を公示する 

✩新カリキュラム（案） 詳細は別添資料を参照のこと 

 

４． 補足説明 

・２０１８年度はアンケートによる受講希望調査を行った結果、開催条件となる 

下限人数を満たせないため、公認コーチ（最低１２名）・上級コーチ（同１０名） 

共に専門科目養成講習会は開催を見合わす 

       ・２０１９年度以降も事前アンケート調査を行い、資格を保有する受講希望者が 

人数を満たした場合に開催とする。 

       ・２０１９年度のコーチ３（現公認コーチ）受講希望者の条件は①年齢②日本 F 

         協会推薦のみとし、コーチ１（現指導員）の資格保有は問わない 

       ・２０２０年度以降のコーチ３受講希望者の条件は①年齢②コーチ１資格保有 

③日本 F協会推薦とする 

       ・コーチ４（現上級コーチ）の受講者は、コーチ３（現公認コーチ）の資格保有を 

         条件とする 

       ・コーチ４保有者のうち、下記条件を満たす者は日本体育協会の定める「マス 

        ター・コーチ」に推薦する。 

a) 年齢４０歳以上であること 

b) 現役トップ・コーチである者 

c) 競技指導者として中核的な役割を果たした実績のある者 

d) 競技別指導者を育成・指導した顕著な実績を有し、今後とも継続して育成・ 

指導に当たれる者 

e) 日本 F協会への貢献度の高い者 

 

以上 

 

日本フェンシング協会 

指導者育成部会 







コーチング及びコーチの現状と課題
コーチがコーチングに必要な知識・技能を
十分に修得していない
その結果…
倫理的に認められない行動
不適切なコミュニケーション
非合理的なトレーニング
競技者やチームのパフォーマンスの低下
バーンアウト
オーバーユース

競技横断的な知識・技能が十分に学ばれて
いない
例えば、
哲学や倫理
内発的動機付け
言語的・非言語的コミュニケーション能力
リスクマネジメント
競技者の長期的なスポーツキャリアを視
野に入れたコーチングの在り方

知識・技能を学んでも、実際のコーチングの現場においては、自らが競技者として経験して
きたコーチングの在り方に影響され、新しく得た知識・技能が十分に活用されない場合もある

今日的な競技者のニーズや社会的課題を踏まえて、我が国のスポーツ界としてコーチング
に必要な知識・技能について一定の共通認識を作るとともに、それらがコーチングの現場で
有効に活用される方策について、検討することが必要



日本体育協会公認スポーツ指導者制度
検討プロジェクト 基本計画

公益財団法人日本体育協会
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■日体協の指導者養成を取り巻く状況

スポーツ指導者による
暴力・ハラスメント

スポーツ宣言日本
（2011）

21世紀の国民スポーツ
推進方策（2013）

2005年の制度改定から10年が経過。社会もスポーツ界も大きく変化している

スポーツ指導者育成事業
推進プラン2013

さらなるグローバル化
（政治・経済・産業・人

材等）

情報技術の進歩
（ネット環境・SNS・端末）

ダイバーシティの進展
（性別・年齢・障がい等）

教育観・倫理観等
価値観の多様化
（学校・社会・親等）

社
会

ス
ポ
ー
ツ
界

新しい時代にふさわしい
コーチング

スポーツ指導者の資質能力向上のため

2020東京オリンピック・
パラリンピック開催決定

スポーツ基本法（2011）
スポーツ基本計画（2012）
（基本計画改定/2017）

スポーツ庁設置
2015年10月推進方策（2013）

スポーツ指導者育成事業推進プラン
2013（指導者育成専門委員会）

 有資格指導者の拡充（若年層・女性）
 指導者の資質の向上
 指導者の社会的価値の向上
 有資格指導者の活動の場の拡充
カリキュラム、受講形態の見直し
わかりやすい制度への見直し
役割と使命の再確認
＊「日本体育協会スポーツ憲章」改訂

モデル・コア・カリキュラムの作成
（コーチング・イノベーション推進事業）

 コーチが育成過程において確実に習得
すべきカリキュラムの明確化

 知識・技能だけではなく、思考・態度・行
動・知識・技能を身につける

 グッドコーチに求められる資質能力を身
につけるための学びの手法の検討

 大学におけるコーチ育成カリキュラム
 公認スポーツ指導者養成共通科目カリ
キュラムの改訂

タスクフォース報告書からの提言等

 スポーツ活動中における暴力根絶
 新しい時代にふさわしいコーチング
 コーチが得た知識や技能をコーチング
現場で活用できていない

 シミュレーションやワークショップ、OJTと
いった手法の導入

 継続的かつ競技横断的な学習ができる
コーチ育成プログラムの開発

「新しい時代にふさわしいコーチング」が求められている。

＊「新しい時代にふさわしいコーチング」
「競技者やスポーツそのものの未来に責任を負う社会的な活動」であることを常に意識して行われるもの

「スポーツ指導者の資質能力向上のための有識者会議（タスクフォース）報告書」

推進プラン2013界
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スポーツ指導者の資質能力向上のため
の有識者会議（タスクフォース）

2015年10月



現行の公認スポーツ指導者制度は2005年度に改定し、10年が経過した。その間に、
本会は創立100周年を迎え、「スポーツ宣言日本」で、これからの100年におけるスポー
ツの使命を示し、これに基づき「スポーツ推進2013」で10年間の方向性を提示した。さら
に、指導者育成については、今後5年間の指針として『スポーツ指導者育成事業推進プ
ラン2013』を策定し、カリキュラム、受講形態、わかりやすい制度への見直し、役割と使
命の再確認など「制度の評価・改善」を進めてきた。

スポーツ界全体では、スポーツ基本法およびスポーツ基本計画の制定、スポーツ活
動中の暴力行為の社会問題化、2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開

■プロジェクトの全体像

設置の背景

催決定、そして、スポーツ庁の設置など、社会的関心が大きな高まりをみせた。

さらに2013年度に国が設置した「スポーツ指導者の資質能力向上のための有識者会
議」で、新しい時代にふさわしいコーチングのあり方について、コーチ育成の具体的な
課題と資質能力の向上方策が提言され、国として「コーチ育成のためのモデル・コア・カ
リキュラム」を策定するに至っている。

2005年（前回制度改定時）から10年間で、日体協の指導者
養成を取り巻く状況・スポーツ指導者に求められる資質・能
力は大きく変化しており、新しい時代にふさわしい指導者制
度に生まれ変わる必要がある。 3



■プロジェクトの全体像

達成目標

日本体育協会公認スポーツ指導者制度を

我が国スポーツ界全体で方向性を共有した

世界基準の指導者制度にする

ミッション

： 新しい時代に求められる資格のあり方を検討し、「スポーツ・コーチン
グに関する国際枠組み（ISCF）」を参考に、指導者のパスウェイを明確
にする

： 国内スポーツ団体と連携し、各団体の人的・情報資源を活用したオー
ルジャパンでの指導者育成体制を確立する

： コーチ育成のためのモデル・コア・カリキュラムを導入する

： 学校教員の資格取得を支援する

Mission.1

Mission.2

Mission.3

Mission.4
4



■競技別指導者資格の資格区分（改定修正案）

コーチⅡ
（現：上級指導員）

コーチⅣ（上級教師）
（現：上級教師）

コーチⅠ
（現：指導員）

スタートコーチ
【新設】

指導対象の
競技技能レベル

コーチⅣ（ハイパフォーマンス）
（現：上級コーチ）

NF 等 NF 等

NF 等

コーチⅢ（競技者育成）
（現：コーチ）

NF 等

競
技
者
の
競
技
力
向
上
に

関
す
る
指
導
法
を
学
ぶ

コーチⅢ（教師）
（現：教師）

NF 等

商
業
・
民
間
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
に
お
け
る

あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
た
指
導
法
を
学
ぶ

競
技
特
性
、
技
術
構
造
な
ど

当
該
競
技
の
全
体
像
を
学
ぶ

2

国
際
大
会

出
場
レ
ベ
ル

全
国
大
会

出
場
レ
ベ
ル

指
導
者
と
し
て
の
習
熟
度

（特
に
人
間
力
）を
高
め
る

NF 等

NF 等

多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
力
と

施
設
経
営
力
を
高
め
る

受講にはコーチⅢ（競技者
育成）資格保有必須

受講にはコーチⅢ（教師）
資格保有必須

スタートコーチ～コーチⅢは
任意の資格から受講可能（専
門科目実施団体が定める場
合を除く）



ライフステージ

中年期

高齢期

ス
ポ
ー
ツ
享
受
の
量
的
増
大

質
的
深
化

シニア
愛好者層

シニア
健康志向者層

シニア
競技志向者層

概ね65歳

概ね40歳

■改定修正案における資格区分と指導対象イメージ図

コーチⅡ
コーチⅠ

スタートコーチ

コーチⅢ（競技者育成）
（全国大会出場レベル）

コーチⅣ（ハイパフォーマンス）
（国際大会出場レベル）

・スタートコーチ、コーチⅠ・Ⅱは指導対象は同一だが、指導者としての習熟度が異なる。
・コーチⅢ・Ⅳ（ハイパフォーマンス）は競技者の競技力向上に向けた指導にあたる。
・コーチⅢ・Ⅳ（教師・上級教師）は商業・民間スポーツ施設等であらゆる対象の指導にあたる。

幼児期

児童期

多様な遊び体験

青年期

少年期

多様な運動遊び・スポーツ体験
（生涯にわたる多様なスポーツ享受の基礎を培う）

「スポーツ立国の実現」に向けた多様なスポーツ享受モデル

量
的
増
大
と

質
的
深
化

概ね6歳

ジュニア
競技者層

ジュニア
愛好者層

シニア
競技者層

（全国大会出場レベル）

概ね18歳

概ね12歳

3

ジュニア
愛好者層

コーチⅣ（上級教師）
コーチⅢ（教師）



グッドプレーヤーの育成

コーチ２

コーチ１

スタートコーチ（仮称）
【新設】

コーチ４

コーチ３

上級教師

教師

■競技別指導者資格のイメージ（案） 資料No.3



資料No.3

スタートコーチ（仮称）

（新設）

1
スタートコーチ（仮称）に
ついても協同認定資格とす
る。

共通科目 共通〔スタートコーチ（仮称）用〕 共通Ⅰ 共通Ⅱ 共通Ⅲ 共通Ⅳ 共通Ⅲ 共通Ⅳ

専門科目 専門科目 専門科目 専門科目 専門科目 専門科目 専門科目 専門科目

・受講年度の4月1日現在で満20歳以上の
者

・受講年度の4月1日現在で満22歳以上の
者

・受講年度の4月1日現在で満20歳以上の
者

・受講年度の4月1日現在で満22歳以上の
者

・専門科目実施団体が認めた者 ・コーチ３資格保有者 ・専門科目実施団体が認めた者 ・教師資格保有者

・専門科目実施団体が認めた者 ・専門科目実施団体が認めた者

・コーチ１資格保有者 ・コーチ２資格保有者 ・コーチ２資格保有者

・『6．資格取得後の役割』を現在担っ
ている、または今後担う意思がある方

・『6．資格取得後の役割』を現在担っ
ている、または今後担う意思がある方

・『6．資格取得後の役割』を現在担っ
ている、または今後担う意思がある方

・地域スポーツクラブ・スポーツ少年
団・学校運動部活動等でのコーチングア
シスタント（指導補助）

・地域スポーツクラブ・スポーツ少年
団・学校運動部活動等でのコーチングス
タッフ

・地域スポーツクラブ・スポーツ少年
団・学校運動部活動等の監督・ヘッド
コーチ

・ブロック～全国大会レベルの競技者・
チームに対して競技力向上を目的とした
コーチングを行う

・国際大会レベルの競技者・チームに対
して競技力向上を目的としたコーチング
を行う

・商業・民間スポーツ施設等で幅広い年
齢層の多様なスポーツライフスタイルを
志向する会員や利用者に応じたコーチン
グ

・商業・民間スポーツ施設等における実
技指導の責任者・チーフ

・ブロックレベル以上の大
会に参加するコーチは、
コーチ３以上の資格取得を
推奨する。

・上位資格者と協力して安全で効果的な
活動を提供する

・基礎的な知識・技能に基づき、安全で
効果的な活動を提供する

・責任者として安全で効果的な活動を提
供し、指導計画を構築・実行・評価し監
督する

・トップリーグ、実業団のコーチングア
シスタント（指導補助）

・トップリーグ、実業団のコーチングス
タッフ

・クラブや商業・民間スポーツ施設の日
常運営業務にあたる

・クラブや商業・民間スポーツ施設の企
画経営業務にあたる

・大会参加資格は各大会の
定めによる。

・コーチ間の関わり・成長を支援する
・ナショナルチームのコーチングスタッ
フ

・スポーツの意義と価値の理解
・共通科目〔スタートコーチ（仮称）
用〕で得られるコンピテンス

・共通科目Ⅰで得られるコンピテンス・
所属先・保護者・コーチ間の信頼関係構
築

・共通科目Ⅱまでで得られるコンピテン
ス

・海外での活動、国際大会への準備と管
理

・共通科目Ⅱまでで得られるコンピテン
ス

・講習内容の基準になるも
のであると同時に資格認定
時の評価基準も兼ねるもの
である。

・スポーツ・インテグリティの理解 ・倫理的な指導・コミュニケーション
・指導対象者のスポーツライフのデザイ
ンを念頭に置いた指導力

・コンディショニングスタッフとの信頼
関係構築

・指導対象へのスポーツ・インテグリ
ティ教育

・商業・民間スポーツ施設経営者との信
頼関係構築

・共通科目を学ぶ受講者が
得られるコンピテンス。

・倫理的な指導・コミュニケーションの
理解（暴力行為根絶に向けた取組の理
解）

・プレーヤーの安全管理
・指導対象者自身が自らスポーツライフ
をデザインできるよう促す指導力

・一般社会・メディアとの関係構築
・指導対象者自身が自らスポーツライフ
をデザインできるよう促す指導力

・プレーヤーの安全管理 ・指導対象との信頼関係構築
・スポーツライフをデザインできる指導
者を育成・指導

・スポーツライフのデザインに係る基礎
的理解

・競技特性、技術構造等当該競技への基
礎的理解

・当該競技への基礎的理解を踏まえた指
導力

・当該競技の全体像を踏まえた指導力
・当該競技を発展させることが出来る指
導力

・当該競技の全体像と指導対象のニーズ
を踏まえた指導力

・当該競技の全体像と指導対象のニーズ
を踏まえた指導力

・日々の活動（練習・試合）を実施する
ための指導力

・指導計画に関するビジョンと戦略の設
定

・指導に適した環境整備
・海外での活動、国際大会への準備と管
理（競技特性を踏まえる）

・基本的なホスピタリティ
・クラブや施設経営のビジョンと戦略の
設定、健全な経営能力

・指導に適した環境整備（クラブ／チー
ムのマネジメント）

・クラブや商業・民間スポーツ施設運営
の基礎的知識

新制度における競技別指導者資格の概要（案）

2 受講科目

No. 資格名称 コーチ１ コーチ２ コーチ３ コーチ４ 教師 上級教師 備考

認定者 日体協競技団体

3 想定指導対象像
すべてのプレーヤー（幼児期・児童期の子どもから、中高年の愛好者・健康志向者、競技者を含むスポーツ実施者全体を指す）

※指導対象の競技技能レベルや年齢等については、各専門科目実施団体において定める。

・受講年度の4月1日現在で満20歳以上の
者

・その他の条件については
専門科目実施団体が設
定。・コーチ４はコーチ３
資格の保有を、上級教師は
教師資格の保有を必須とす
る。

5 想定受講者像

・指導者としての知識・技能を少しでも
身に付けておきたい方

・スタートコーチ（仮称）資格保有者・
保護者・教員・ボランティア等で、コー
チングを学びたい方

・コーチ３資格保有者で、『6．資格取
得後の役割』を現在担っている、または
今後担う意思がある方

・教師資格保有者で、『6．資格取得後
の役割』を現在担っている、または今後
担う意思がある方

※受講者自身の競技経験や指導経験を加味するか否かは、競技特性などがあり一律に定めることがそぐわないため、各専門科目実施団体が決定する。

4

受講条件

（全て満たすこと） ・受講年度の4月1日現在で満18歳以上の者

8
専門科目受講で得られると想定
されるコンピテンス

・当該競技の魅力を知る

6
資格取得後の役割（講習内容を
踏まえた指導領域や役割）

※資格取得者の指導現場、指導対象者の活動目的に応じて、所属先および競技団体等の関係者と相談の上決定していくものであり、あくまで指標・目安として示すものである。

7
共通科目受講で得られるコンピ
テンス（他者との関わりの中で
習得され、発揮される能力）

・インストラクター間の信頼関係構築・
スポーツライフをデザインできる指導者
を育成・指導



共通科目
スタートコーチ（仮称）

【競技別資格】
共通Ⅰ 共通Ⅱ 共通Ⅲ 共通Ⅳ

カリキュラム
時間数

（集合＆自宅）

単独時間数 15h 45h 135h 150ｈ 151ｈ以上

集合講習日数 3h（NFが実施） 通信講座 3日程度 3日程度 3日程度

自宅学習 12ｈ 45ｈ 集合講習の時間数による 集合講習の時間数による 集合講習の時間数による

15h 共通Ⅰ：45h

共通Ⅱ：135h

共通Ⅲ：150ｈ

共通Ⅰ：45h 共通Ⅰ：45h

共通Ⅱ：135h

共通Ⅲ：150ｈ

共通Ⅰ：45h

共通Ⅱ：135h

共通Ⅳ：151ｈ以上

NCA※との接続を
念頭においた
独自カリキュラム

＜MCCの135hをクリア＞

共通科目区分（案）

※NCA：JOCナショナルコーチアカデミー

資料No.5



専門科目 スタートコーチ（仮称） コーチ１ コーチ２
コーチ３ コーチ４

教師 上級教師

カリキュラム
時間数

（集合＆自宅）

単独時間数 4h以上 20h以上 40h以上 60h以上 80h以上

集合講習日数 4h以上 NFに委ねる

自宅学習 カリキュラムおよび集合講習の時間数による

4h以上
コーチ1
20h以上

コーチ2
40h以上

コーチ3／教師
60ｈ以上

コーチ1：20h以上 コーチ1：20h以上

コーチ2：40h以上

コーチ3：60h以上

コーチ1：20h以上

コーチ2：40h以上

コーチ４／上級教師
８０ｈ以上

競技別資格 専門科目区分（案） 資料No.4



No. 科　　　目

① フェアプレイとドーピング マネジメント 1 ｈ ｈ

② フェンシングの障害や故障とその予防 専門的知識・技能 2 ｈ ｈ

③
指導者の役割（コーチングとコミュニ
ケーション）

マネジメント 1 ｈ ｈ

小　　　計 4 ｈ 2 ｈ 6 ｈ

①
発育発達に合わせたフットワークの指導
法

専門的知識・技能 2 ｈ

② フルーレの指導法（技術・戦術） 専門的知識・技能 4 ｈ

小　　　計 6 ｈ 4 ｈ 10 ｈ

① 指導実践１（集団指導）フルーレ 専門的知識・技能 2 ｈ

② 指導実践２（個人指導）フルーレ 専門的知識・技能 4 ｈ

小　　　計 6 ｈ 4 ｈ 10 ｈ

16 ｈ 10 ｈ 26 ｈ

集合カリキュラム日程目安 日体協指定 Min. 20 h

Day-1 09:00-12:00/13:00-18:00 8 h

Day-2 09:00-12:00/13:00-18:00 8 h

合計 16 h

集合 その他 合計

合　　　計

1

種
目
の
特
性
に
応
じ
た

基
礎
理
論

2

２

実
技
実
習

4

カリキュラム（案）　２０１９・４月以降適用

コーチ１　（旧公認フェンシング指導員）

ｈ

３

指
導
実
習

4 ｈ

カリキュラム内容 時　間　数

区　　分



No. 科　　　目

① フェンシングの審判技能と最新ルール 専門的知識・技能 1 ｈ ｈ

② フェンシングの障害や故障とその予防 専門的知識・技能 3 ｈ ｈ

③ フェアプレイとドーピング マネジメント 2 ｈ ｈ

④ 科学的アプローチ マネジメント 2 ｈ ｈ

小　　　計 8 ｈ 4 ｈ 12 ｈ

① 指導法（フルーレ） 専門的知識・技能 5 ｈ

② 指導法（エペ） 専門的知識・技能 5 ｈ

③ 指導法（サーブル） 専門的知識・技能 5 ｈ

④ 競技特性を考慮したフットワーク 専門的知識・技能 2 ｈ

小　　　計 17 ｈ 12 ｈ 29 ｈ

① 指導実践１（指導計画）フルーレ 専門的知識・技能 2 ｈ

② 指導実践２（個人指導）フルーレ 専門的知識・技能 2 ｈ

③ 指導実践３（集団指導）フルーレ 専門的知識・技能 2 ｈ

④ 指導実践４（世界の傾向ー判定、技術） 専門的知識・技能 1 ｈ

小　　　計 7 ｈ 12 ｈ 19 ｈ

32 ｈ 28 ｈ 60 ｈ

集合カリキュラム日程目安 日体協指定 Min. 60 h

Day-1 09:00-12:00/13:00-18:00 8 h

Day-2 09:00-12:00/13:00-18:00 8 h

Day-3 09:00-12:00/13:00-18:00 8 h

Day-4 09:00-12:00/13:00-18:00 8 h

合計 32 h

4

２

実
技
実
習

12

カリキュラム内容 時　間　数

区　　分 集合 その他 合計

カリキュラム（案）　２０１９・４月以降適用

コーチ３　（旧公認フェンシングコーチ）

ｈ

合　　　計

３

指
導
実
習

12 ｈ

1

種
目
の
特
性
に
応
じ
た
基
礎

理
論



No. 科　　　目

① フェンシングの審判技能 専門的知識・技能 2 ｈ ｈ

② フェンシングの最新改訂ルール 専門的知識・技能 1 ｈ ｈ

③ フェンシングの障害や故障とその予防 専門的知識・技能 3 ｈ ｈ

④
コミュニケーション・プレゼンテーション
スキル

マネジメント 2 ｈ

⑤ ライフスキル・コーチング マネジメント 4 ｈ ｈ

小　　　計 12 ｈ 12 ｈ 24 ｈ

① 指導実践１（フルーレ） 専門的知識・技能 5 ｈ

② 指導実践２（エペ） 専門的知識・技能 5 ｈ

③ 指導実践３（サーブル） 専門的知識・技能 5 ｈ

④
指導実践４（最新技術と改訂ルールに
合わせたレッスン）

専門的知識・技能 3 ｈ

⑤ 選手技術に合わせたフットワーク 専門的知識・技能 2 ｈ

小　　　計 20 ｈ 36 ｈ 56 ｈ

32 ｈ 48 ｈ 80 ｈ

集合カリキュラム日程目安 日体協指定 Min. 80 h

Day-1 09:00-12:00/13:00-18:00 8 h

Day-2 09:00-12:00/13:00-18:00 8 h

Day-3 09:00-12:00/13:00-18:00 8 h

Day-4 09:00-12:00/13:00-18:00 8 h

合計 32 h

コーチ４　（旧公認フェンシング上級コーチ）

種
目
の
特
性
に
応
じ
た
基
礎
理
論

指
導
実
習

カリキュラム内容

区　　分

時　間　数

集合 その他 合計

12

カリキュラム（案）　２０１９・４月以降適用

36
２

1

合　　　計

ｈ


